
地震列島に蔓延する
「原発震災」の危機――今こそ原発に
依存しない文明に転換しよう。
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神戸大学
わ
た
し

Across the Boundaries No.5

【
社
会
に
貢
献
す
る
神
戸
大
学
】
東
日
本
大
震
災
特
集
①
「
地
震
学
に
な
に
が
で
き
る
か
」

「
原
発
震
災
」を
予
見
し
た
地
震
学
者　
　

石
橋
克
彦
さ
ん
に
聞
く

神
戸
大
学
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
・
吉
岡
祥
一
教
授
に
聞
く
／〈
地
殻
破
壊
危
険
度
評
価
研
究
分
野
〉の
研
究
概
要

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
レ
ポ
ー
ト
】
神
戸
大
学
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
委
員
会

と
神戸大学のメタモルフォーゼを伝えるメディア

神
戸
大
学

名
誉
教
授
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「原発震災」を予見した地震学者・神戸大学名誉教授・石橋克彦さんに聞く

神
戸
大
学
名
誉
教
授

石
橋
克
彦
（
い
し
ば
し
・
か
つ
ひ
こ
）

１
９
４
４
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
１
９
６
８
年
、
東
京
大
学
理
学

部
地
球
物
理
学
科
卒
業
。
１
９
７
３
年
、
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系

研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
１
９
７
３
年
か
ら
東
京
大
学
理
学
部
助
手
。

１
９
７
７
年
か
ら
建
設
省
建
築
研
究
所
。
１
９
９
６
年
～
２
０
０
８

年
、
神
戸
大
学
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
兼
大
学
院
理
学
研

究
科
教
授
。
現
在
、
神
戸
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
、
地
震
テ
ク
ト

ニ
ク
ス
と
歴
史
地
震
学
。
主
な
一
般
向
け
編
著
書
に
、『
大
地
動
乱
の

時
代
＿
地
震
学
者
は
警
告
す
る
＿
』『
原
発
を
終
わ
ら
せ
る
』（
い
ず

れ
も
岩
波
新
書
）、『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
）。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
各
地
で
講
演
し
て
い
る
。

地
震
列
島
に
蔓
延
す
る「
原
発
震
災
」の
危
機―

―

今
こ
そ
原
発
に
依
存
し
な
い
文
明
に
転
換
し
よ
う
。

神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
石
橋
克
彦
さ
ん
は
、か
つ
て
都
市
型
大
震
災
の
発
生
を
予
見
し
、「
原
発
震
災
」

の
危
険
性
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
た
地
震
学
者
と
し
て
つ
と
に
有
名
だ
。こ
れ
ら
の
予
見
と
警
告
は
、

地
震
列
島
日
本
の
大
地
が
揺
ら
ぐ
た
び
に
そ
の
正
し
さ
を
裏
付
け
て
き
た
。
そ
し
て
つ
い
に
石
橋

さ
ん
が
危
惧
し
た
「
原
発
震
災
」
が
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
っ
て
現
実
と
な
り
、
十
数
万

人
の
周
辺
住
民
が
避
難
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
こ
の
未
曾
有
の
危
機
の
中
で
、
何
を
な

す
べ
き
か
。
未
来
を
見
通
す
こ
と
が
大
学
の
役
目
な
ら
ば
、
今
こ
そ
私
た
ち
は
未
来
の
禍
根
を
取

り
除
く
た
め
に
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◉
地
震
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
と
歴
史
地
震
学

　

こ
れ
ま
で
の
地
震
学
の
研
究
に
よ
っ
て
、
日
本
列

島
で
の
大
地
震
の
起
こ
り
方
に
は
、
活
動
期
と
静
穏

期
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

石
橋
克
彦
名
誉
教
授
が
専
門
と
す
る
「
地
震
テ
ク

ト
ニ
ク
ス
」
は
、
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
著
し
い

発
展
を
遂
げ
た
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
を
背
景
に
、

大
地
の
変
動
と
地
震
発
生
の
関
係
を
総
合
的
に
研
究

す
る
学
問
分
野
だ
。
な
ぜ
活
動
期
と
静
穏
期
が
現
れ

る
の
か
も
対
象
に
な
る
。

　

石
橋
さ
ん
は
「
伊
豆
半
島
の
衝
突
」
を
鍵
と
す
る

関
東
〜
東
海
地
方
の
大
地
震
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
早

く
か
ら
注
目
し
、
１
９
７
６
年
、
東
大
理
学
部
助
手

時
代
に
「
駿
河
湾
地
震
説
」
を
発
表
、
１
８
５
４
年

の
安
政
東
海
地
震
を
最
後
に
駿
河
湾
が
巨
大
地
震
の

空
白
域
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
説
は
、

そ
の
後
、
東
海
地
震
の
予
知
研
究
と
防
災
対
策
が
推

進
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

石
橋
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
研
究
を

進
め
る
一
方
で
、
歴
史
文
献
資
料
を
精
査
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
過
去
に
発
生
し
た
地
震
の
規
模
や
震
源
を

研
究
す
る
学
問
、
歴
史
地
震
学
も
専
門
に
し
て
い
る
。

最
近
で
は
、
第
一
線
の
日
本
史
研
究
者
と
共
同
し
て

「［
古
代
・
中
世
］
地
震
・
噴
火
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

を
構
築
し
た
。

◉「
大
地
動
乱
の
時
代
」

　

１
９
９
４
年
の
著
書
『
大
地
動
乱
の
時
代
』
は
、

地
震
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
と
歴
史
地
震
学
（
史
料
検
証
）

の
最
新
の
研
究
成
果
を
基
に
し
て
、
周
期
性
を
持
つ

関
東
・
小
田
原
・
東
海
地
域
の
大
地
震
と
、
か
つ
て

な
く
高
度
に
集
積
さ
れ
た
現
代
都
市
・
東
京
が
対
峙

す
る
「
大
地
動
乱
の
構
図
」
を
描
い
た
。

「
こ
の
本
の
出
版
当
時
、
関
東
で
は
約
70
年
間
、
西
日

本
で
は
50
年
近
く
、
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
い
な

い
静
穏
期
が
続
い
て
い
ま
し
た
」
と
、
石
橋
さ
ん
は

言
う
。

　

そ
の
間
に
、
日
本
は
戦
後
の
復
興
期
を
経
て
、
都

市
へ
の
人
口
集
中
が
飛
躍
的
に
進
み
、
大
地
震
の
恐

ろ
し
さ
が
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方

で
、
日
本
列
島
が
大
地
震
活
動
期
に
入
り
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
地
震
学
者
の
間
で

意
識
さ
れ
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
極
度
に
過
密
化
し
た
現
代
の
首
都
圏
が
大
地
震
の

直
撃
を
受
け
る
と
、
都
市
は
ど
う
な
る
の
か
。
ど
ん

な
災
害
が
人
々
を
襲
う
の
か
。
小
手
先
の
地
震
対
策

で
は
ダ
メ
で
思
い
切
っ
た
分
散
型
国
土
の
創
生
が
必

要
で
は
な
い
か
」
石
橋
さ
ん
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を

伝
え
た
か
っ
た
と
い
う
。

　

著
書
出
版
の
翌
年
１
月
、
石
橋
さ
ん
の
都
市
型

震
災
の
危
惧
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
兵
庫
県

南
部
地
震
（
Ｍ
７
・
３
）
と
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

発
生
で
あ
る
。
前
年
の
北
海
道
東
方
沖
地
震
（
Ｍ

８
・２
）、三
陸
は
る
か
沖
地
震
（
Ｍ
７
・６
）
を
含
め
、

２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
日
本
の
各
地
で
Ｍ
７
ク
ラ

ス
の
地
震
が
続
発
し
た
。
そ
し
て
本
年
３
月
11
日
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
Ｍ
９
・０
）
と
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
列
島
周
辺
の
大
地
は
、
今
ま
さ
に
大
動
乱
の

真
っ
只
中
に
あ
る
。

◉
日
本
列
島
で
の

　

地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

静
穏
期
と
活
動
期
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
、
一
般
に
は
、
日
本
列
島
全
体
が
同
時
に
静
穏
期

や
活
動
期
に
な
る
訳
で
は
な
い
。

　

地
球
の
表
面
は
十
数
枚
の
岩
板
（
プ
レ
ー
ト
）
で

構
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
プ
レ
ー
ト
が
各
々
固
有
の

方
向
に
年
に
数
セ
ン
チ
か
ら
十
数
セ
ン
チ
の
速
度
で



移
動
し
て
い
る
。

　

日
本
列
島
は
地
球
上
で
も
っ
と
も
地
震
が
密
集
す

る
場
所
の
ひ
と
つ
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
プ
レ
ー
ト
（
北

米
プ
レ
ー
ト
と
も
）
と
ア
ム
ー
ル
プ
レ
ー
ト
（
ユ
ー

ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
も
）
と
い
う
列
島
を
二
分
す
る

二
つ
の
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
下
に
、
西
進
す
る
太
平
洋

プ
レ
ー
ト
と
北
西
進
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

と
い
う
２
つ
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
潜
り
込
み
、
小
さ

な
日
本
列
島
を
め
ぐ
っ
て
４
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
せ
め

ぎ
合
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
大
き
く
分
け
て
４
つ
の
「
地
震
の
舞

台
」が
あ
る
と
石
橋
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。す
な
わ
ち
、

①
大
陸
プ
レ
ー
ト
で
あ
る
ア
ム
ー
ル
プ
レ
ー
ト
の
東

進
に
起
因
す
る「
ア
ム
ー
ル
プ
レ
ー
ト
東
縁
変
動
帯
」、

②
「
伊
豆
半
島
の
衝
突
」
に
関
連
す
る
南
関
東
と
首

都
圏
直
下
、
③
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の
北
海
道
・
東
北
・

関
東
の
太
平
洋
側
で
の
沈
み
込
み
地
帯
、
④
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
東
海
・
東
南
海
・
南
海
で
の
沈

み
込
み
地
帯
で
あ
る
。（
も
ち
ろ
ん
相
互
に
関
連
は
あ

る
の
だ
が
）

　

②
～
④
で
は
、
プ
レ
ー
ト
間
地
震
（
Ａ
）、
沈
み
込

ん
だ
海
洋
プ
レ
ー
ト
（
ス
ラ
ブ
と
呼
ば
れ
る
）
内
の

地
震
（
Ｂ
）、
陸
の
プ
レ
ー
ト
内
の
地
震
（
Ｃ
）、
海

溝
外
側
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
内
の
浅
い
地
震
（
Ｄ
）
が

発
生
す
る
。
プ
レ
ー
ト
間
地
震
は
、
今
回
の
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
や
２
０
０
４
年
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震

の
よ
う
な
超
巨
大
地
震
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
ス
ラ

ブ
内
地
震
や
陸
の
プ
レ
ー
ト
内
地
震
は
「
直
下
型
地

震
」
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
「
今
回
の
東
北
の
地
震
は
決
し
て
動
乱
の
終
わ
り
を

意
味
し
ま
せ
ん
。
超
巨
大
地
震
で
プ
レ
ー
ト
間
の
タ

ガ
が
外
れ
て
し
ま
っ
て
、
日
本
列
島
全
体
が
不
安
定

な
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
、
石
橋
さ
ん

は
３
・
11
以
降
も
続
く
「
大
地
動
乱
の
時
代
」
を
説

明
す
る
。
そ
し
て
今
は
、
４
つ
の
舞
台
が
同
時
に
活

動
期
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。

◉「
原
発
震
災
」へ
の
警
鐘

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
翌
年
、
神
戸
大
学
に
都
市

安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

石
橋
さ
ん
は
建
設
省
（
当
時
）
を
退
官
し
て
地
震
学

担
当
の
教
授
と
し
て
神
戸
大
学
理
学
部
に
赴
任
し
た
。

翌
97
年
に
『
科
学
』
に
発
表
し
た
論
文
「
原
発
震
災

＿
＿
破
滅
を
避
け
る
た
め
に
」
は
、
原
発
に
不
安
を

抱
く
各
立
地
地
域
の
住
民
や
原
発
反
対
の
市
民
に
衝

撃
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

　
「
実
は
『
大
地
動
乱
の
時
代
』
で
書
き
残
し
た
こ
と

は
な
い
か
と
考
え
て
い
て
原
発
問
題
に
行
き
着
い
た

の
で
す
」

　

も
し
地
震
に
よ
っ
て
原
発
事
故
が
起
き
れ
ば
、
放

射
能
災
害
と
通
常
の
地
震
被
害
が
複
合
し
て
、
震
災

は
最
悪
の
様
相
を
呈
す
る
だ
ろ
う
。

　
「
そ
う
思
っ
て
原
発
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
万

全
だ
と
さ
れ
て
い
る
耐
震
性
が
、
地
震
学
的
に
み
て

い
い
加
減
な
の
で
驚
き
ま
し
た
」

　

石
橋
さ
ん
が
論
文
で
提
起
し
た
「
原
発
震
災
」
と

い
う
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
政
府
や
電
力
会
社
が
一
丸

と
な
っ
て
築
き
上
げ
て
き
た
「
安
全
神
話
」
の
虚
構

を
暴
き
、
こ
れ
ま
で
燻
り
続
け
て
き
た
「
漠
然
と
し

た
市
民
の
不
安
」に
形
と
質
量
を
与
え
る
も
の
と
な
っ

た
。

◉
日
本
列
島
の
原
発
は
地
震
に
弱
い

　
「
原
発
震
災
」
の
可
能
性
は
、
そ
の
後
２
０
０
７
年

の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
Ｍ
６
・８
）
に
よ
っ
て
東
京

電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
（
原
子
炉
７
基
）
が

全
面
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
で
現
実
性
を
増
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
の
政
府
と
監
督
官
庁
は

深
刻
に
対
応
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　

原
発
を
新
設
ま
た
は
増
設
す
る
と
き
、事
業
者
（
電

力
会
社
）
は
規
制
庁
で
あ
る
原
子
力
安
全
・
保
安
院

（
経
済
産
業
省
所
轄
）
と
原
子
力
安
全
委
員
会
（
内
閣

府
所
轄
）
に
よ
っ
て
二
重
の
安
全
審
査
を
受
け
る
が
、
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石橋克彦：原発に頼れない地震列島, 都市問題 (東京市政調査会), Vol.99, No.8 (2008年8月号)の図１を基に作成。

図1●日本の原子力発電所と最近のおもな地震（2008年8月時点）

石橋克彦：阪神・淡路大震災の教訓, 
岩波書店 (岩波ブックレット No.420), 1997の図３を改変。

図２●プレートテクトニクスから見た地震の分類
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●東京電力福島第一原子力発電所を津波が襲った瞬間（東電公開写真）

耐
震
設
計
が
妥
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
安
全
委

が
定
め
た
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設

計
審
査
指
針
」（
耐
震
指
針
）
に
拠
っ
て
い
る
。

　

耐
震
指
針
は
１
９
７
８
年
に
初
め
て
作
ら
れ
（
指

針
策
定
以
前
に
28
基
の
原
子
炉
が
設
置
許
可
済
み
で
、

78
年
末
の
時
点
で
す
で
に
18
基
が
営
業
運
転
中
）、
81

年
の
一
部
改
訂
を
経
て
、
２
０
０
６
年
に
新
指
針
と

し
て
大
幅
に
改
訂
さ
れ
る
ま
で
25
年
間
に
わ
た
っ
て

使
わ
れ
続
け
た
。
一
方
、
新
指
針
は
と
言
え
ば
、「
実

は
こ
れ
も
既
存
の
国
内
の
原
発
が
一
基
も
不
適
格
に

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
感
が
あ
っ
て
、
活
断

層
の
評
価
法
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
り
、
活
断
層
が
確

認
で
き
な
い
場
合
の
地
震
動
の
レ
ベ
ル
が
低
す
ぎ
た

り
す
る
」
と
石
橋
さ
ん
は
言
う
。

　

こ
う
し
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
「
原
発
震
災
」
は
、

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
っ
て
現
実
化
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

◉
こ
れ
か
ら
何
が
必
要
か

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
は
、
発
生
当
初
か
ら
保
安

院
、
東
電
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
こ
ぞ
っ
て
「
想
定
外

の
大
津
波
が
原
因
」
と
喧
伝
し
て
い
た
が
、
石
橋
さ

ん
に
よ
る
と
実
態
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
。

　
「
大
津
波
襲
来
以
前
に
地
震
動
で
重
大
事
故
が
起
き

た
と
い
う
推
定
が
あ
る
が
、
地
震
学
的
に
も
そ
の
可

能
性
が
あ
る
」
と
石
橋
さ
ん
は
言
う
。
地
震
動
で
１

号
機
の
配
管
が
破
損
し
て
冷
却
剤
を
喪
失
し
（「
冷
や

す
」
機
能
の
破
綻
）、
２
号
機
の
圧
力
抑
制
室
が
損
傷

し
て「
閉
じ
込
め
る
」機
能
が
失
わ
れ
た
と
い
う
推
定
。

石
橋
さ
ん
は
、
原
発
を
襲
っ
た
地
震
動
が
耐
震
設
計

の
基
準
よ
り
も
強
く
、
し
か
も
遥
か
に
長
時
間
続
い

た
か
ら
、
損
傷
が
起
き
や
す
か
っ
た
と
見
て
い
る
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
同
じ
よ
う
な
事
故
が
ま
た
別
の
原

発
で
も
起
こ
り
得
る
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
公
開
の

場
で
す
べ
て
の
既
存
原
発
の
耐
震
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク

を
や
り
直
す
べ
き
で
す
」
と
石
橋
さ
ん
は
訴
え
る
。

◉
原
発
に
依
存
し
な
い

　

分
散
型
社
会
の
構
築
へ

　

今
回
の
震
災
で
は
、
地
震
・
津
波
の
本
当
の
恐
ろ

し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
き
な
犠
牲

を
払
い
つ
つ
も
大
自
然
と
折
り
合
っ
て
き
た
先
人
の

知
恵
も
随
所
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
「
現
代
社
会
は
耐
震
工
学
の
技
術
で
地
震
に
対
処
で

き
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
液
状
化
や
長
周
期
地

震
動
な
ど
、
大
地
震
が
起
き
る
た
び
に
対
策
が
不
十

分
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
」
と
、

石
橋
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
今
回
の
「
原
発
震
災
」
は
、

こ
れ
ま
で
に
浜
岡
原
発
や
若
狭
湾
で
起
こ
っ
て
い
て

も
不
思
議
で
は
な
い
し
、
浜
岡
で
あ
れ
ば
首
都
圏
が
、

若
狭
湾
で
あ
れ
ば
関
西
・
中
京
圏
が
放
射
能
に
汚
染

さ
れ
た
無
人
の
曠
野
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
経
済
的
な
効
率
や
利
便
性
を
求
め
る
あ
ま
り
、
極
端

な
東
京
一
極
集
中
や
都
市
集
中
が
進
み
、
全
国
に
不

公
平
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
量
消
費
に
象
徴
さ
れ
る
私
た
ち
の
社
会
の
あ
り

方
を
み
ん
な
で
考
え
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
、

石
橋
さ
ん
は
訴
え
る
。

　
「
東
京
電
力
の
原
発
が
す
べ
て
東
京
電
力
管
外
に
押

し
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
、
現
代
日
本
の

歪
ん
だ
社
会
が
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
「
放
射
能
汚
染
を
二
度
と
く
り
返
さ
な
い
た
め
に

も
、
ま
た
放
射
性
廃
棄
物
を
こ
れ
以
上
子
孫
に
押
し

付
け
な
い
た
め
に
も
、
一
刻
も
早
く
原
発
に
依
存
し

な
い
文
明
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
言
う

の
で
あ
る
。
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◉「
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
」と
は

都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
の
よ
う
な
目

的
で
設
立
さ
れ
た
の
で
す
か
？

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
高
度

に
集
積
し
た
現
代
都
市
が
直
下
型
地
震
に
対
し

て
い
か
に
脆
弱
か
と
い
う
こ
と
を
強
烈
に
見
せ
つ
け
ま
し

た
。
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
を
契
機
に
翌
年

設
立
さ
れ
た
の
で
す
が
、
現
代
の
都
市
が
抱
え
る
自
然
災

害
・
人
為
災
害
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
防
災
・
減

災
の
た
め
に
は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
研
究
す
る
場

な
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
研
究
を
通
じ
て
、「
安
全
で
快
適
な
都
市
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
手
段
と
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、

学
際
的
な
研
究
に
よ
っ
て
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
ど
の
よ
う
な
研

究
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？ 

全
体
の
研
究
分
野
と
し
て
は
、
①
リ
ス
ク
・
ア

セ
ス
メ
ン
ト
大
研
究
分
野
、
②
リ
ス
ク
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
大
研
究
分
野
、
③
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
大
研
究
分
野
、
の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
私
た
ち
が
所
属
す
る
の
は
、
①
リ
ス
ク
・

ア
セ
ス
メ
ン
ト
大
研
究
分
野
で
、
こ
こ
で
は
都
市
の
自
然

災
害
・
人
為
災
害
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
定
量
化
し
、
評
価

し
、
防
災
・
減
災
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
の
研
究
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
ど
ん
な
研
究
を
？

リ
ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
大
研
究
分
野
は
さ
ら

に
、
地
殻
破
壊
危
険
度
評
価
研
究
分
野
と
地
盤

環
境
リ
ス
ク
評
価
研
究
分
野
に
分
か
れ
て
い
て
、
私
た
ち

は
前
者
の
分
野
に
所
属
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
研
究
テ
ー
マ
は
、
①
東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
の
固
着
域
の
推
定
、
②
神
戸
・
阪
神

地
域
の
活
断
層
の
活
動
性
と
地
下
構
造
の
解
明
、
③
②
に

よ
っ
て
発
生
す
る
地
震
動
・
地
震
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

と
そ
の
都
市
構
造
物
へ
の
影
響
評
価
で
す
。

　

①
は
私
が
担
当
し
、
②
は
理
学
研
究
科
の
宮
田
隆
夫
教

授
が
担
当
、
③
は
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
の
上
西
幸
司

准
教
授
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

◉「
プ
レ
ー
ト
境
界
の
固
着
域
」研
究

で
は
先
生
の
「
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の
固

着
域
の
推
定
」
と
は
ど
の
よ
う
な
研
究
で
す
か
？

日
本
列
島
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
海
プ
レ
ー
ト
、
北
米
プ
レ
ー
ト
、
ア
ム
ー
ル

プ
レ
ー
ト
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
）
の
４
つ
の
プ
レ
ー

ト
が
せ
め
ぎ
合
う
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
【
図
１
】。

簡
単
に
言
え
ば
、
東
北
日
本
で
は
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
み
、西
南
日
本
で
は
、ア
ム
ー

ル
プ
レ
ー
ト
の
下
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込

ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
関
東
下
で
は
、
北
米
プ
レ
ー
ト
の

下
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
太

平
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
の
相
互
作

用
に
よ
り
、
活
発
な
地
震
活
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
プ
レ
ー
ト
境
界
の
接
触
面
に
も
複
雑
な
力

が
作
用
し
、
強
く
押
し
付
け
ら
れ
て
く
っ
つ
い
（
固
着
し
）

た
り
、
あ
る
い
は
プ
レ
ー
ト
表
面
の
特
性
か
ら
固
着
せ
ず

に
滑
り
や
す
か
っ
た
り
、
地
震
を
引
き
起
こ
す
歪
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
蓄
積
が
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
す
。

　

今
回
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
も
、
長
さ
４
０
０
㎞

に
わ
た
っ
て
プ
レ
ー
ト
境
界
が
滑
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
一
気
に
滑
っ
た
の
で
は
な
く
、
固
着
の
強
い
と
こ
ろ
で

は
滑
り
が
一
時
的
に
抑
制
さ
れ
、
固
着
が
は
が
れ
る
と
ま
た

ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
固
着
域
を
推
定
で
き
れ
ば
地
震
の
起
こ

り
方
、
さ
ら
に
は
、
地
震
波
や
津
波
の
生
成
過
程
や
伝
搬

の
様
子
も
推
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

固
着
域
の
推
定
は
ど
う
や
っ
て
や
る
の
で
す
か
？

基
本
的
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
デ
ー
タ

解
析
に
よ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
地
震
学
的
な
研
究
に
よ
っ
て
、
プ
レ
ー
ト
の
沈

み
込
み
の
構
造
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
用
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
プ
レ
ー
ト
の
動
き
が
陸
上
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
観

測
点
で
測
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
、
逆
問
題
を
解
く
こ
と
に
よ
り
、
プ

レ
ー
ト
境
界
の
固
着
の
度
合
い
を
推
定
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の
震
源
域
に
適

用
し
た
結
果
が
【
図
２
】
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
領

域
に
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積
し
て
い
る
か
が
わ
か

り
、
地
震
が
発
生
し
た
と
き
の
地
震
波
や
津
波
の
生
成
の

し
か
た
や
伝
搬
の
様
子
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

わ
け
で
す
。

　

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
は
、
今
後
30
年
以
内
に
相

当
の
確
率
で
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
防
災
・
減
災
の
た
め
に
は
こ
う
し
た
研
究
が
役
に
立
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

QA

Q & A

神
戸
大
学
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
〈
地
殻
破
壊
危
険
度
評
価
研
究
分
野
〉
兼
大
学
院
理
学
研
究
科
地
球
惑
星
科
学
専
攻
〈
地
震
学
教
育
研
究
分
野
〉

吉
岡
祥
一
教
授
に
聞
く

地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
地
震
波
が
都
市
に
も
た
ら
す
影
響
の
解
明
へ

図２●東海・東南海・南海地震震源域の固着率の推定

QAQA

◉
実
践
的
な
研
究
で
防
災
・
減
災
を

先
生
は
、
今
回
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
る
津
波
の
波
高
調
査
に
現
地
に
行
か
れ
た
そ

う
で
す
が
…他

大
学
も
含
め
て
８
人
の
チ
ー
ム
で
、
気
仙
沼

か
ら
、
陸
前
高
田
、
大
船
渡
、
宮
古
な
ど
の
波

高
調
査
と
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

波
高
調
査
は
、
湾
の
形
状
と
波
高
の
増
幅
度
合
い
の
関

係
、
あ
る
い
は
津
波
の
入
射
角
と
の
関
係
な
ど
、
津
波
の

数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
の
意
味

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
聞
き
取
り
調
査
は
地
震
が
発
生
し
て
か
ら
津
波

が
来
る
ま
で
の
間
、
住
民
が
ど
こ
で
何
を
し
て
い
た
か
を

取
材
し
、
防
災
・
減
災
の
可
能
性
を
検
証
す
る
の
に
役
立

て
ま
す
。

　

都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
は
、
あ
く
ま
で
も
実

践
的
に
都
市
の
防
災
・
減
災
を
め
ざ
す
と
い
う
と
こ
ろ
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

QA

QA

図１●日本列島を取り巻くプレート

QA

（北米プレート）
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田
中
郁
考
（
た
な
か
・
ふ
み
た
か
）

（
編
集
長
・
発
達
科
学
部
２
回
生
）

神
戸
大
学
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
委
員
会

「
神
戸
大
学
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
委
員
会
」
は
、
神
戸
大
学
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
を
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
取
り
上
げ
発
信
す
る
報
道
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。
関
西
の
11
大
学
報
道
サ
ー
ク
ル
で
構
成
す
る

「
Ｕ
Ｎ
Ｎ
関
西
学
生
報
道
連
盟
」
に
加
盟
し
て
い
る
。
原
点
は
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。

犠
牲
に
な
っ
た
人
々
を
忘
れ
な
い
た
め
の
「
震
災
報
道
」
に
あ
る
。

◉「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」を
機
に
設
立

　
「
神
戸
大
学
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
委
員
会
」（
以
下
ニ
ュ
ー

ス
ネ
ッ
ト
）
は
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

機
に
ス
タ
ー
ト
し
た
学
生
報
道
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。
神
戸

大
学
の
こ
と
な
ら
何
で
も
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
発
信
す
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
神
戸
大
学
41
人
、
神
戸
商

船
大
（
現
海
事
科
学
部
）
６
人
の
学
生
・
教
職
員
が
亡
く

な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
は
直
ち
に
、
被
災
の
状
況
や

復
興
の
様
子
を
新
聞
で
発
信
し
た
。
そ
し
て
、
震
災
１
周

年
に
は
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
１
年
」
と
い
う
特
集

を
組
み
、
犠
牲
者
追
悼
の
手
記
と
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
掲
載

し
た
。

　

震
災
報
道
を
原
点
と
し
て
発
足
し
た
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト

は
、「
震
災
を
忘
れ
な
い
」
を
合
言
葉
に
毎
年
１
月
号
で

は
震
災
特
集
を
組
ん
で
い
る
。

◉
Ｕ
Ｎ
Ｎ
の
支
部
と
し
て
活
動

　
　

ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
は
、
１
９
９
１
年
、
神
戸
大
学
、

同
志
社
大
学
、
立
命
館
大
学
、
関
西
学
院
大
学
な
ど
の
学

生
が
設
立
し
た
「
Ｕ
Ｎ
Ｎ
関
西
学
生
報
道
連
盟
」
に
加
盟

し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
「
Ｕ
Ｎ
Ｎ
神
戸
大
学
支
局
」
の

よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
持
っ
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｎ
に
は
も
と
も
と
「
神
戸
大
学
放
送
委
員
会
」

が
加
盟
し
て
い
た
の
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
は
、

１
９
９
５
年
、
放
送
委
員
会
か
ら
分
離
独
立
し
、
放
送
委

員
会
と
入
れ
替
わ
る
形
で
Ｕ
Ｎ
Ｎ
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｎ
の
加
盟
サ
ー
ク
ル
は
現
在
11
大
学
に
増
え
、
新

大
阪
駅
近
く
に
共
同
の
編
集
室
を
持
ち
、
こ
こ
を
拠
点
に

新
聞
の
制
作
と
広
告
営
業
を
行
っ
て
い
る
。
本
紙『
ニ
ュ
ー

ス
ネ
ッ
ト
』
の
紙
面
は
、
加
盟
大
学
共
通
の
紙
面
と
、
各

大
学
独
自
の
紙
面
に
分
か
れ
て
い
る
。

◉「
東
日
本
大
震
災
」を
取
材
・
報
道

　

発
達
科
学
部
の
２
回
生
田
中
郁
考
さ
ん
は
現
在
、
編
集

長
を
務
め
て
い
る
。
田
中
さ
ん
が
２
回
生
に
な
る
直
前
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
震
災
報
道
を
原
点
と
す
る

ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
こ
れ
を
黙
っ
て
見
過
ご
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
田
中
さ
ん
は
Ｕ
Ｎ
Ｎ
の
他
大
学
の
メ

ン
バ
ー
と
と
も
に
現
地
取
材
を
決
断
し
た
。

　

震
災
か
ら
ま
も
な
く
神
戸
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
活
躍
で
、
遠
野
市
に
「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
拠
点
が
完
成
し
、
こ
こ
か
ら
被
災

地
に
出
動
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
た
。

　

し
か
も
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
神
戸
大
学

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室
が
企
画
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
５
月
の
連
休
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。

　

田
中
さ
ん
た
ち
は
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
動
に
同
行

取
材
す
る
こ
と
に
し
た
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を

追
い
か
け
る
と
と
も
に
、
陸
前
高
田
市
な
ど
被
災
地
の
取

材
も
計
画
し
た
。

　

そ
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
被
災
地
の
様
子
を

１
３
０
０
枚
の
写
真
に
収
め
た
」
の
で
あ
る
。

　

８
人
の
生
徒
が
犠
牲
に
な
っ
た
陸
前
高
田
市
の
小
友
中

学
校
で
は
、
図
書
館
の
本
の
片
付
け
な
ど
に
従
事
す
る
神

大
生
た
ち
を
取
材
し
た
。
取
材
結
果
は
３
本
の
ル
ポ
に
ま

と
め
、
号
外
と
し
て
３
０
０
部
を
学
内
配
布
し
た
。

「
号
外
は
い
つ
も
工
学
部
と
国
際
文
化
学
部
の
間
に
あ
る

陸
橋
の
上
で
手
渡
し
配
布
し
て
い
る
」
と
い
う
。

◉
号
外
配
り
で
読
者
の
反
応
を
知
る

　

ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
は
現
在
、

１
９
９
６
年
か
ら
続
い
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
独
自
サ

イ
ト
に
移
っ
て
い
る
。

　
「
速
報
性
と
コ
ス
ト
の
面
で
紙
メ
デ
ィ
ア
よ
り
有
利
だ

か
ら
」
と
、
田
中
さ
ん
は
言
う
。
し
か
も
、
お
よ
そ
15
年

間
の
記
事
ア
ー
カ
イ
ブ
が
ほ
か
に
は
な
い
価
値
を
生
み
出

し
て
い
る
。

　
「
神
戸
大
学
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
き
に
は
こ
の
ア
ー

カ
イ
ブ
を
検
索
す
る
の
が
一
番
な
の
で
す
」

　

と
は
言
え
、
読
者
の
反
応
を
知
る
に
は
や
は
り
新
聞
が

い
い
ら
し
い
。
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
で
は
、
年
間
５
回
新
聞

を
発
行
し
、
臨
時
に
号
外
も
発
行
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

紙
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
陸
橋
上
で
の
手
渡
し
配
布
や
、
掲
示

板
で
の
掲
示
で
読
者
の
目
に
触
れ
る
。

　
「
掲
示
板
に
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
る
の
を
見
た
り
、

手
渡
し
の
反
応
が
良
か
っ
た
り
す
る
と
う
れ
し
く
な
る
」

の
で
あ
る
。

◉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
助
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

田
中
さ
ん
た
ち
の
今
回
の
東
日
本
大
震
災
取
材
活
動

は
、
実
は
現
地
の
テ
レ
ビ
局
が
追
い
か
け
、
神
戸
に
帰
っ

て
か
ら
の
号
外
発
行
の
活
動
も
関
西
の
テ
レ
ビ
局
が
追
い

か
け
、
い
ず
れ
も
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
放
送
し
た
。

　
「
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
の
動
き
は
結
構
マ
ス
コ
ミ
の
ネ
タ

に
な
る
の
で
す
」
と
田
中
さ
ん
は
言
う
。

　

小
さ
な
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
が
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
の

ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
の
は
、
そ
こ
に
何
が
し
か
の
「
リ
ア
リ

テ
ィ
」
が
あ
る
か
ら
に
違
い
な
い
。

　
「
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
の
存
在
意
義
は
、
も
し
誰
も
取
り

上
げ
な
け
れ
ば
埋
も
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
小
さ
な
こ
と
、

面
白
い
こ
と
し
て
い
る
学
生
、
す
ば
ら
し
い
結
果
を
出
し

て
い
る
学
生
に
光
を
当
て
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
そ
れ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
促
進
の
き
っ
か
け
に
な
る

よ
う
な
ら
、
な
お
う
れ
し
い
」
と
。

●
陸
前
高
田
市
の
小
友
小
学
校
で
活
動
す
る
神
大
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア



発
刊
の
こ
と
ば

　

神
戸
大
学
は
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
年
）
の
創

立
以
来
、
開
放
的
で
国
際
性
に
富
む
固
有
の
文
化
の

下
、「
真
摯
・
自
由
・
協
同
」
の
精
神
を
理
念
と
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
人
間
性
豊
か
な
指
導
的
人
材
の
育

成
と
、
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
「
知
」
の
創
造
拠
点

＝
世
界
的
教
育
・
研
究
機
関
＝
た
る
こ
と
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。

●

　

今
、
20
世
紀
都
市
文
明
か
ら
の
転
換
が
激
し
く

迫
ら
れ
る
中
で
、
大
学
に
は
そ
の
創
造
力
を
発
揮
し

て
新
し
い
21
世
紀
文
明
構
築
の
さ
き
が
け
と
な
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
神
戸
大
学
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
１
５
」
は
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、「
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
教
育
・
研
究
」、「
卓
越
し
た
社
会
貢
献
・

大
学
経
営
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●

　
「
神
戸
大
学
基
金
」
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
加

速
す
る
た
め
の
タ
ー
ボ
装
置
で
す
。
タ
ー
ボ
の
力
を

よ
り
強
力
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
神
戸
大
学
が

社
会
に
よ
り
深
く
根
を
張
り
、
そ
こ
か
ら
の
支
持

と
支
援
を
拡
大
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●

　

本
誌
『
神
戸
大
学
と
わ
た
し―

―
A

cross the 
B

oundaries

』
は
、
神
戸
大
学
と
社
会
の
接
点
に

取
材
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
先
取
り
す
る
取
り
組
み
を
可

視
化
す
る
こ
と
で
、
社
会
貢
献
の
促
進
と
ビ
ジ
ョ
ン

の
早
期
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
２
０
１
０
年
１
月
１
日

※
表
紙
題
字
下
の
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
は
、
生
物
学

で
い
う
「
変
態
・
変
身
」
の
意
。
本
誌
は
神
戸
大
学
が
21

世
紀
に
飛
躍
す
る
様
を
追
い
か
け
ま
す
。

神戸大学
わ
た
し
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東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
『
神
戸
大
学
基
金
』
の
取

り
組
み
の
ご
報
告
と
さ
ら
な
る
ご
支
援
の
お
願
い

【
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
】

　

神
戸
大
学
は
、
16
年
前
の
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
折

に
は
、
東
北
、
関
東
を
含
む
多
く
の
方
々
に
、
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
神
戸
大
学
基
金
」
は
東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
取
り
組

み
と
し
て
、
基
金
「
基
盤
事
業
」
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
厚
意

に
よ
り
、
被
災
地
出
身
の
対
象
学
生
へ
の
「
神
戸
大
学
基

金
緊
急
奨
学
金
」
の
支
給
や
、「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
被
災
地
支
援
活
動
」
へ
の
資
金
援
助
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
８
つ
の
提
言
と
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
】

　

ま
た
、
本
学
と
し
て
は
東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
何
が

で
き
る
か
を
「
復
興
に
向
け
た
８
つ
の
提
言
」
に
ま
と
め
、

復
興
構
想
会
議
に
提
案
す
る
と
と
も
に
、
８
月
３
日
（
水
）

神
戸
国
際
会
議
場
に
て
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

向
け
て
＿
神
戸
に
で
き
る
こ
と
＿
」
と
題
し
た
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

福
田
秀
樹
学
長
が
神
戸
大
学
か
ら
の
提
言
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
議
長
・

防
衛
大
学
校
長
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
五
百
旗
頭

真
氏
の
基
調
講
演
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
と
復
興
構
想
」

と
題
し
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
に
基
づ
く
「
創
造

的
復
興
」
の
構
想
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
福
田
秀
樹
学
長
、
井
上
明
久
東
北
大
学
総
長
、

室
崎
益
輝
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
が
加
わ
っ

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
被
災
地
の
未

来
の
た
め
に
「
神
戸
に
で
き
る
こ
と
」
は
何
な
の
か
を
討

論
い
た
し
ま
し
た
。
討
論
の
中
で
福
田
秀
樹
学
長
は
、
東

北
大
学
と
の
共
同
研
究
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
市
民
ら
約
４
７
０
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
盛
会
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
継
続
い
た
し

た
く
、
皆
様
方
に
は
こ
の
趣
旨
を
お
汲
み
取
り
い
た
だ
き
、

「
神
戸
大
学
基
金
」（
東
日
本
大
震
災
支
援
）
を
通
じ
て
本

学
の
支
援
活
動
へ
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
基
金
の
募
金
状
況
と
展
開
内
容
】

　
「
神
戸
大
学
基
金
」
の
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
の
募

金
状
況
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
学
基
金
（
基
盤
事
業
）
の
展
開
内
容
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。
①
国
際
化
対
応
へ
の
支
援
と
し
て
、
前
年

度
10
月
か
ら
「
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
個
人

指
導
・
グ
ル
ー
プ
指
導
」
を
展
開
し
、
多
く
の
受
講
学
生

か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
海
外
協
定
校
等

へ
の
交
換
学
生
派
遣
に
か
か
る
助
成
」、「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
海
外
外
国
語
研
修
へ

の
助
成
」、「
部
局
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
海
外
留
学
、研
修
等
）

へ
の
学
生
派
遣
に
か
か
る
助
成
」、「
大
学
院
学
生
の
国
際

学
会
等
に
お
け
る
研
究
発
表
の
助
成
」
を
実
施
。
②
在
学

生
へ
の
経
済
的
支
援
と
し
て
、「
神
戸
大
学
基
金
奨
学
金
」、

「
神
戸
大
学
基
金
緊
急
奨
学
金
」
を
助
成
。
③
首
都
圏
に

お
け
る
卒
業
生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
た
め

に
「
神
戸
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
５
ヶ
月
半
の
６
月
16
日
、
来
訪
者

が
累
計
で
１
０
０
０
人
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。
首
都
圏

に
お
け
る
広
報
活
動
や
、
在
学
生
に
対
す
る
就
職
支
援
等

の
一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
東
京
へ
お
越
し
の
際
は
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　
「
神
戸
大
学
基
金
」
は
次
代
を
担
う
後
輩
を
支
援
し
ま

す
。
本
学
の
ご
卒
業
生
を
は
じ
め
、
保
護
者
の
皆
様
、
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
・
法
人
・
団
体
の
皆
様
か
ら
の

ご
支
援
を
ぜ
ひ
と
も
「
神
戸
大
学
基
金
」
へ
お
寄
せ
下
さ

い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■図で見る神戸大学基金募金状況
　　　　　　　　　　　　　（２０11 年（H23）3.31 現在）

http://
w

w
w

.kobe-u.ac.jp/kobekikin/general.htm

http://
w

w
w

.kobe-u.ac.jp/kobekikin/corporation.htm
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お　

知　

ら　

せ

寄
附
者
の
み
な
さ
ん
！

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

神
戸
大
学
基
金
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の
寄
附
行
為
の
動
機
や
、
神
戸
大

学
へ
の
期
待
な
ど
、
神
戸
大
学
基
金
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
一

言
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
最
大
31
文
字
程
度
）
を
左
記
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
許
す
限
り
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

E
-M
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ce.kobe-u.ac.jp
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■
ご
寄
附
い
た
だ
く
方
法

【
個
人
の
み
な
さ
ま
】

　

平
成
22
年
分
か
ら
、
所
得
税
法
上
の
特
別
優
遇
措
置
と

し
て
、
適
用
下
限
額
が
現
行
の
５
千
円
か
ら
２
千
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層
ご
寄
附
を
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
環

境
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
を
下
記
の
基
金
推
進
室
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
払
込
取
扱
票
一
式
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
か
ら
お
振
込
み
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
左
記
の
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 【
法
人
の
み
な
さ
ま
】

　

所
定
の
寄
附
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
左

記
基
金
推
進
室
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
振
込

依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
寄
附
申
込
書
は
、
基
金
推
進

室
に
法
人
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け

ば
送
付
し
ま
す
。
あ
る
い
は
左
記
の
サ
イ
ト
か
ら
書
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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寄附金総額：
寄附総件数：

2,356,209,592円
8,999件

1,704,777,000円
33,194,262円
618,238,330円

284件
44件

8,671件

（内訳）法人：
　　　　団体：
　　　　個人：

■法人：
■団体：
■個人：
　（個人内訳）
　■卒業生：
　■学生保護者：
　■その他（学内教職員／名誉教授／
　　　　卒業生保護者等）：

1,704,777,000円
33,194,262円
618,238,330円

408,565,660円
31,505,000円

178,167,670円

■法人：
■団体：
■個人：
　（個人内訳）
　■卒業生：
　■学生保護者：
　■その他（学内教職員／名誉教授／
　　　　　　卒業生保護者等）：

284件
44件

8,671件

5,464件
1,239件

1,968件

寄附金総額
2,356,209,592円

寄附総件数
8,999件

法人
72.4％

団体
1.4％

卒業生
17.3％

個人
26.2％

学生保護者
1.3％

その他（名誉教授等）
7.6％

卒業生　60.5％

個人　96.3％

学生保護者
13.8％

その他　　22.0％
（名誉教授等）

法人　3.2％

団体　0.5％



予
告

思い出の詰まった母校へ！第6回
神戸大学ホームカミングデイ

2011年10月29日（土）
記念式典：出光佐三記念六甲台講堂

【予定しているイベント】
記念式典、第8回留学生ホームカミングデイ、学部企画、中山正實画伯絵画展示、ホームカミングデイ市、学生イベントなど

卒業生のみなさま・名誉教授の先生方に、現役学生・教職員との交流を深めていただく機会として、

今年も「ホームカミングデイ」を開催します。

ゼミ・クラブ・サークル同窓会の同時開催もお待ちしています。みなさまお誘い合わせの上、お越しください。

振り返れば六甲の山並 〜あの頃の友に会いたい振り返れば六甲の山並 〜あの頃の友に会いたい


